
工場の現場改善、
後回しになっていませんか。
「カイゼン塾」とは、他社の「生きた現場」で改善手法を学び、
自社改善も同時に進めるプログラムです。

※チームで一つの改善テーマに取り組むため、全5回を通しての参加をお願いします

令和7年度塾生の声

開講式、現場改善実習

自社での改善実践

第1回

現場改善実習
第2回

研修の流れ

令和8年5月15日 金 9:30-16:00

令和8年6月10日水 9:30-16:00

現場改善実習
第3回

令和8年7月16日 木 9:30-16:00

現場改善実習
第4回

令和8年8月18日 火 9:30-16:00

第5回

成果発表、閉講式令和8年9月16日水 9:30-16:00

次回の研修まで

次回の研修まで 自社での改善実践

自社での改善実践

次回の研修まで

次回の研修まで

自社での改善実践

実際の現場での実習が良かった
食料品製造業・男性

金属製品製造業・男性

まずはやってみることの
重要性を感じた

プラスチック製品製造業・女性
停滞のムダがよくわかった

こんな方におすすめ

リードタイム短縮に
挑戦したい方

経営を利益体質に
変えたい方

実践しながら
学びたい方

カイゼン塾
製造業向け実践型研修
令和8年度 富山県信用保証協会 主催

申し込みはこちらから
※URLは裏面に記載しています

自社改善の結果

01
参加して

気づいたこと

02
参加して

気づいたこと

03
参加して

気づいたこと

倉庫内に不要な材料が長期間滞留していた

撤去により倉庫が広くなった

拠点間移動でリードタイムが増大していた

工程一体化で
移動がゼロになった

レイアウトの分断で無駄な動きが発生

レイアウト変更により
作業時間短縮

本セミナーでは２回目以降の講義の終わりに、自社改善の進捗状況をチーム内で
発表します。実践企業での実習と、自社での改善活動を交互に行うことで、 学ん
だ手法をすぐに実践へ結び付け、確実に現場を変える力を身につけます。

研修内容・募集要項は裏面をご覧ください

講師紹介

改善のカリスマとして知られる山田日登志氏（PEC 協会現会長）
に師事し、改善のノウハウを学ぶ。30年以上にわたり、製造業・サー
ビス業を中心に、20業種・約100社以上の企業へ改善指導を実施。

株式会社PEC 協会 代表取締役主任研究員
本多 亨氏



自社改善

会場 富山市内の企業（製造業）（富山西インター近く）
※会場詳細は参加者の方に別途ご案内します

申込期限 令和8年 4月3日（金）

対象者 経営者・管理監督者・現場リーダー・サブリーダー

https://forms.office.com/r/uUUm9Hez0i

※全日程可能な方

定員 10 名
※応募多数の場合は抽選とさせていただきます

参加費 10,000 円
（5 回分、昼食代、テキスト代込み）

カイゼン塾の特徴

実際の研修内容

募集要項

月1回 ×5 回の現場実践型の研修。
実際の製造現場（工場）でムダ取りや改善
手法を学びます。毎回チームでの現場実践、
まとめ、振り返りを実施します。

座学で改善手法を学んだ後、実際の製造現場
でムダの発見・廃除を行います。
リードタイム短縮、動線改善やモノの置き場
などを考え、手を動かして改善を進めます。

塾生は改善手法を自社に持ち帰り、自社の
課題に取り組みます。最終回では成果共有
を行い、他社の工夫も吸収できます。

成果発表

目標設定
改善実施
改善シートまとめ
修了レポート提出

トヨタ生産方式の創始者である大野耐一氏に師事し、日本初の改善コンサルとなった現会長の山田日登志氏が設立した
協会。現場作業におけるムダの発見・廃除、モノの置き方といった生産管理の改善等、現場の「ムダとり」の指導を行っ
ている。

全国に 300 社以上の会員数を持ち、キャノン㈱、ソニー㈱、NEC といった大企業をはじめ、全国各地の中小企業へ
の指導を行っている。

協会とは

お問い合わせ先 富山県信用保証協会 経営支援室
経営サポート課（担当：島竹、久郷）
住所：富山市総曲輪 2丁目1番３号

富山商工会議所ビル4階、５階
TEL：076-403-5816
FAX：076-493-0829

01
どんな内容なの？

02
研修の流れは？

03
自社の現場に「どう活かせる」？

実践企業での改善実践

現状分析
ムダ発見、廃除
グループ毎での成果まとめ
成果発表

1-4回の研修で繰り返して行う

実践企業の成果確認
自社改善成果発表

申し込みはこちらから

WEBフォームURL


